




























年にかけて断続的に進行する。かつてはイワシ漁が盛んだった漁村が、今はアメリカ軍の射撃演習が原因で不漁に喘いでいる。この「死んだ海」が抱える様々な問題―封建制度、船主と船方たちの闘い、 「ドカンの補償金」問題、組合運動、家族や恋愛―を、船方の未亡人であるお吉とその娘・君子 漁船従業員組合員の金沢、そしてタヌキ屋（船主の屋号） エンジ（機関士）の新蔵を中心人物として、つぶさに描き出している。第一部『死んだ海』では、 「ドカンの補償金
⑴
」をめぐる船主と船方たちの闘い、 「納屋の者」と呼ば

















このように、 「死んだ海」 三部作は従来、 菅井幸雄氏が、 「 『死んだ海』には、わが国の階級構成の縮図をみるように、さまざまな階級の人間が登場する 、そのなかでも、とくに注目されなければならないのは、封建的遺制の濃い漁村のなかで、巨大な政治状況と雄々しく、真面目に対決しようとする労働者たちの形象である
⑶
。 」と指摘して
いる通り、 「労働者階級 たたかい」ば りに注目が集まり その周辺に存在する女たちにはスポットが当てられることが かったのである。しかし、 「死んだ海」三部作には、村山が戦前から抱えていた「愛情の問題
⑷
」を三人の女たちに託していると筆者は考える。





















ている。この「封建的ではない」環境のなかで展開される「愛情の問題」は、 「死んだ海」三部作 封建的遺制が根強く残る田崎で描かれた「愛情 問題」とは、作品における役割に大きな隔たりがあると考える。また、村山は前掲書 次のように、 「愛情の問題」についての見解を示している。
これ（封建的な家族制度、結婚制度―引用者）は農村には今でも色濃く殘つていて、その一掃は容易のことではない。長い間しみ込んだこういう封建的な考え方や感情やを追放するためには藝術の力が大きな働きをする。だから、結婚、戀愛などを民主主義的見地から取り扱つた演劇もわれわれはどしどしやらければならないのだ。 略） （封建制度下で ―引用者）家を超え、主人を超え、身分を超え、はん 超え、國を超えた愛情というものは考えられないのである。そういうわくを超えた愛情を取り上げた演劇をやることも意義のあることだ。
勿論、この「結婚、戀愛など民主主義的見地から取り扱つ 演劇」には『初恋』も含まれていると思われるが、 「わくを超えた愛情 は、やはり封建的な制度によっ 抑圧された状況でこそ表現され得るものではないだろうか。
また、この試みは一九三二年に発表された『志村夏江』で既にな
されていると考える。関東平野を囲む山村で育っ 「志村夏江」という少女は、満足に教育も受けることができず、安い賃金で働かさ
れ忍従の日々を送っている。夏江の一家は借金の返済のために東京へ夜逃げをし、夏江は工場で働き始める。理不尽な扱いを受けたことに反発して単独でサボタージュを決行した夏江は、その粘り強さを買われ共産党の分会員に誘われる。やがてオルグの男と男女の関係になり、男の一方的な考えの押し付けによっ 女闘士へと成長していくが、最後には男が解党派であることを批判し、関係を断ち切るのである。女闘士として目覚ましい成長を遂げた夏江であるが、一方で男女の関係についても自ら 意見 持つ女性として描かれている。第五章第二節では 同僚のサダ子に次 ように語っている。
夏江
　（略）もし相手を、心から愛していれば、二人がそうい






























屋』の船方の未亡人」であり、一九五一年の時点で四九歳、 「いい顔立ちの、小柄 、細いが弾力的な女」 （第一部）として描かれている。三春という町で「親のいうとおりに、むりやり地主の息子」と結婚させられるが、行商の小間物屋の男と東京に駆け落ち する。男と別れた後、 「二十四 年から七年間」 「あっちこっちの紡績工場を歩き廻って、組合運動」をしており、その「組合の女闘士だっ
た頃の仇名」は「野バラのお吉」であった。三十歳で田崎に嫁に来たものの、 「タヌキ屋」の船方だった夫には先立たれる。しかし、その戒名を肌身離さず持っている程亡き夫を慕っている。また、田崎の主婦の会会長を務め、漁船従業員組合書記の金沢敏夫やエンジの代表として船主と 賃金交渉をする矢島新蔵と、田崎の未来について対等に話 合い 重ねている。紡績工場を渡り歩いていた当時は、ストライキでずいぶん暴れ おり、第一部で、三春時代に生んだ頭の弱い息子・定行が納屋仲間のた に自発的にハンガーストライキを始めると、涙を流 喜び、檄を飛ばす。
お吉の組合の女闘士としての活動期間は、一九二六年から一九三
三年まで。その期間は『志村夏江』 夏江が作品中で活動していた一九 一年から一九三二年までと重なっており 年齢こそお吉 方が夏江より十三歳程年上であるが、活動期間から同世代として見なせると考える。 た、お吉 「水呑百姓」の家に生まれ、十八歳の時に「むりやり地主の息子」と結婚させられた過去がある。貧しい農村で育った点でも夏江との共通項が見出 る。ここで重要なのは、お吉は駆け落ちをした男と別れた後に紡績工場で組合活動 参加しており、その活動中の七年間は男性の影はな 。夏江も理想を述べてはいるものの、オルグ 男と別れた後 「愛情の問題」 直面する間もなく、投獄されてしまう。両者は、 「運動」と「愛情の問題」を同時に抱え こと ない。
お吉が初めて「運動」と「愛情の問題」に突き当たることになる
のは、第三部になってからである。幕開けから、お吉は大腸 疾患のため人工肛門を取り付ける手術をし、入院 ている。余命四年程と宣告された彼女は、 「一着マ」 （船主の屋号）の鞄持ちである亀島
― ―89
の手引きよって、駆け落ち相手であった川見駒太郎との再会を果たす。この再会は、これまでのお吉の態度を一変させ、彼女とって他人事ではなく切実な「愛情の問題」を発生させることになる。川見は「全国股にかけて小間物の行商」をしていたが、 「チンドン屋」をやり、現在は「田中町で桔梗屋」という名 「淫売屋」をやっている男である。しかし、この出会いは、実は亡き夫の妹の夫である清水がお吉の家の乗っ取りに失敗し 「清水 住んでいる長崎の鼻の家を貰う約束をしていた」亀島が自分の利益 ために、 川見の駒さんを暗闇から引きずり出」すという策略によるも であっ 。このように仕組まれた再会ではあったが、お吉は「忘れようと骨折って」いた思い出 甦って まうのである。そし 残された生命の時間を川見と過すこと 強く望むが、娘 君子 そ 提案を峻拒する。金沢はお吉の境遇に同情し、君子の説得を試みるが そ金沢からみても、川見が本当にお吉に対する「愛情」から同居を望んでいるのではなく お吉 亡き夫が残した君子名義の家（ は三春の前夫の戸籍から籍 抜いてもらえなかっ ため、二軒の家名義は君子になっている）を手に入れるためではないかと疑っており、川見と別れるようお吉の説得を試みるが、受け入れられない。結局、川見と別れることもなく、明確な結論 出さず終幕となる。
お吉は、自らの死に直面し、その直後に「愛情の問題」が浮上す








蔵の妻となる。第一部での年齢 二一歳。かつて銚子の「山サ」女工をしており、 組合活動で散々暴れ、 「クビになった」経験がある。組合での活動期間は作品内で示 て いないが、カネ子の年齢を考慮すると、戦後であ と考えられる。金沢からは、 「工場労働者の新鮮な血液を漁村に注ぎ込む輸血菅」 （第二部）と呼ばれ、 「寿司屋の女中」をし、そこで得た情報から「船頭も船方もみんな痛切感じてる問題を取り上げて、それを押し進めることでもって、組合の民主化つうこんもできるんでないか ら。 」 （第二部）と重要な提言をし、積極的に金沢や新蔵たちの会合に参加していくのである。
カネ子の夫となる新蔵は、雇い主である「タヌキ屋」の船主の笹
島の娘・松枝との縁談を持ちかけられるが カネ子との恋愛結婚を優先し、その話を断ってしまう。同じく「タヌキ屋」に雇われている新蔵の父・健二郎や兄の健一は、松枝との縁談を強く勧めていたため、当然カネ子と新蔵の結婚には猛反対してい 。周囲の反対を押し切り 恋愛結婚の末に結ばれたカネ子と新蔵は、お吉の「お前たち夫婦も、三カ月の間に、田崎中をすっかり、ひっ り返してしまっ よォ。 」 （第二部） いう言葉からもわかるように 新 夫婦の在り方を田崎の人々に示していくこ となる。
― ―90
では、田崎の典型的な夫婦とは、一体どのようなものであったの










































































































村山知義が課題として たプロレタリア戯曲の新しい形式の創造の試みが随所になされ 。構成舞台、移動式小舞台、スポット・ライトについての詳細 ト書等、プロレタリア戯曲の可能性を模索した結果、従来のような内容のみにこだわった戯曲から芸術的に大きく前進することに成功し、 『志 夏江』直後に検挙され、入獄し、転向声明を発表した村山 とって この戯曲が戦前の集大成 なる と発表した。
⑹
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